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ハイパーサーバサービス 

Let’s Encrypt（無料 SSL）の設定 

・Let’s Encrypt(無料 SSL証明書)を利用してホームページやウェブメール、メールの通信を暗号化し、保護する方

法についてご案内します。 

・お手元に「FITWebハイパーサーバご利用開始のお知らせ」（以下「通知書」）をご用意ください。 

 

■ Let’s Encryptを設定します 

① ブラウザ（Microsoft Edgeなど）を起動します。 

通知書の「コントロールパネル情報」項目に記載されている「コントロールパネル URL」をブラウザのアドレス

欄に入力します。 

 

 

 

② ログイン画面が表示されます。 

通知書の「コントロールパネル情報」項目に記載されている「ユーザ名」と「パスワード」を入力します。 

「ログイン」ボタンをクリックします。 
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③ ハイパーサーバサービスの諸設定を行う為の、「コントロールパネル」のメイン画面が表示されます。 

「ウェブサイトとドメイン」タブの「SSL/TLS証明書」をクリックします。 

 

④ SSL証明書の設定画面が表示されます。 

【初めて SSL証明書を発行する場合】 

「インストール」をクリックします。 
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【すでに SSL証明書をお持ちで、追加で保護したい通信がある場合】 

「証明書の再発行」をクリックします。 

 

 

「インストール」をクリックします。 
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⑤ Let’s Encrypt SSL証明書の設定画面が表示されます。 

メールアドレスを入力し、SSL 証明書で保護したいサービスにチェックを入れて「無料で取得」をクリックしま

す。 

ワイルドカードドメインを保護(www とウェブメールを含む) チェックしない 

ドメインにおよび選択された各エイリアスに「www」サブドメインを含める チェックする 

このドメインでウェブメールを保護 チェックする 

メールドメインに証明書を割り当てる(※) チェックする 

※メールの通信を SSL 証明書で保護する場合、ホームページもメールも FITWeb ハイパーサーバをご

利用のお客様は「メールドメインに証明書を割り当てる」にチェックを入れてください。 

ホームページを別のサーバでご利用のお客様等で、サブドメインの無いドメイン名(例：fitweb.or.jp)の

IPアドレスが別のサーバに名前解決される場合は、「メールドメインに証明書を割り当てる」と「ワイルド

カードドメインを保護(www とウェブメール含む)」の 2つにチェックを入れてください。 
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⑥ 手順⑤で「ワイルドカードドメインを保護(www とウェブメールを含む)」にチェックを入れた場合はドメインの

認証画面が表示されます。 

表示された DNS レコードを対象ドメインの DNS サーバに追加し、名前解決できるようになったことを確認し

てから、「リロード」をクリックしてください。 

 

＜DNSサーバへの DNSレコード追加について＞ 

DNS サーバに DNS レコードを追加する方法は DNS サーバの管理者にお問い合わせください。（FITWeb

ハイパサーバの DNS ホスティングをご利用のお客様は、DNS ホスティングのマニュアルを参照してくださ

い。） 

 

(補足) 

・ご利用の DNSサーバの設定にもよりますが、DNSレコードを追加してから名前解決ができるようになるま

で、数分から数時間程度の時間がかかります。 

・一度ドメインの認証画面を閉じた場合、「ウェブサイトとドメイン」タブの「SSL/TLS 証明書」のクリックにて再

度表示されます。 
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■ ホームページが SSL証明書で保護されていることを確認します   
手順⑤でホームページを保護するよう設定した場合に確認を行ってください。 

⑦ ブラウザをもう1画面起動し、アドレス欄にお客様のホームページのURL(https://www.～)を入力し、ホーム

ページが表示されることを確認してください。 

SSL証明書が正しく設定できていない場合は、セキュリティ警告画面が表示されます。 

 

 

■ ウェブメールが SSL証明書で保護されていることを確認します   
手順⑤でウェブメールを保護するよう設定した場合に確認を行ってください。 

⑧ ブラウザをもう 1 画面起動し、アドレス欄にウェブメールの URL(https://webmail.～)を入力し、ウェブメール

のログイン画面が表示されることを確認してください。 

SSL証明書が正しく設定できていない場合は、セキュリティ警告画面が表示されます。 
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■ メールの通信が SSL証明書で保護されていることを確認します   
手順⑤でメールの通信を保護するよう設定した場合に確認を行ってください。 

⑨ メールソフトで以下の【設定変更内容】のとおり設定を変更し、メール送受信をお試しください。 

SSL証明書に関するエラーが表示されず、メール送受信ができればメールの通信は正しく保護されておりま

す。 

 

【設定変更内容】 

項目 設定値 

受信メールサーバ名(※) ドメイン名 (例) info.trial.fitweb.net 

※手順⑤、⑥でワイルドカードの SSL 証明書を発行した場合は、 

「mail.ドメイン名」を指定してください。 

(例) mail.info.trial.fitweb.net 

送信メールサーバ名(※) ドメイン名 (例) info.trial.fitweb.net 

※手順⑤、⑥でワイルドカードの SSL 証明書を発行した場合は、 

「mail.ドメイン名」を指定してください。 

(例) mail.info.trial.fitweb.net 

受信サーバポート番号(POPの場合)  995 

受信サーバポート番号(IMAPの場合) 993 

送信サーバポート番号 465 

 

※通知書では受信メールサーバ名が「pop.ドメイン名」、送信メールサーバ名が「smtp.ドメイン名」

と案内しておりますが、メールの通信を SSL 証明書で暗号化して保護する場合は、どちらもサブドメ

インの無い「ドメイン名」、または「mail.ドメイン名」を指定する必要があります。 

以下は Outlook2019を例にした設定変更手順です。 

1. Outlook2019を起動します。 

2. 左上の「ファイル」をクリックします。 
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3. 「アカウント情報」の画面が表示されます。 

「アカウント設定」から「プロファイルの管理」をクリックします。 

 

4. ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は「はい」をクリックします。 

出ない場合は、5. へ進みます。 

 

5. 「メール設定」画面が表示されます。 

「電子メール アカウント」ボタンをクリックします。 
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6. 「アカウント設定」画面が表示されます。 

設定変更したいアカウントを選択して、「変更」をクリックします。 
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7. 「アカウントの変更」画面が表示されます。 

以下のように設定し、画面右下の「詳細設定］ボタンをクリックします。 

入力画面 設定値 

名前 
差出人として表示したい名前 

例) Hokuden Taro 

電子メールアドレス 
メールアドレス 

(例) den-taro@info.trial.fitweb.net 

受信メールサーバー(POP3) 

ドメイン名 

(例) info.trial.fitweb.net 

 

※手順⑤、⑥でワイルドカードの SSL 証明書を発行した場合は、「mail.

ドメイン名」を指定してください。(例) mail. info.trial.fitweb.net 

送信メールサーバー(SMTP) 

ドメイン名 

(例) info.trial.fitweb.net 

 

※手順⑤、⑥でワイルドカードの SSL 証明書を発行した場合は、「mail.

ドメイン名」を指定してください。(例) mail. info.trial.fitweb.net 

アカウント名 
メールアドレス 

(例)den-taro@fitweb.or.jp 

パスワード コントロールパネルで設定したパスワード 

パスワードを保存する チェックする 

アカウント設定のテスト チェックをはずす 
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8. 「インターネット電子メール設定」画面が表示されます。 

「送信サーバー」タブを開きます。 

「送信サーバー（SMTP）は認証が必要」にチェックをし、「受信メールサーバーと同じ設定を使用する」にチェ

ックをします。 

 

9. 「詳細設定」タブをクリックします。 

以下のように入力し、OKをクリックします。 

 

入力画面 入力内容 

受信サーバー(POP3) 995 

このサーバーは暗号化された接続(SSL)が必要 チェックする 

送信サーバー(SMTP) 465 

使用する暗号化接続の種類 TLS 
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10. 「アカウントの変更］画面に戻ります。 

［次へ］ボタンをクリックします。 

 

 

11. 「すべて完了しました」の画面が表示されます。「完了」ボタンを押します。 

「メール設定」画面を「閉じる」で閉じます。 

「アカウント情報」の画面を左上の「○← 」で閉じます。 

以上で設定は完了です。 

送受信を行い、メールが送受信できることと、SSL証明書のエラーが表示されないことを確認してください。 

 

 

 


